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概要
音声言語に対する日本語係り受けツリーバンク
は、独話を主とする『日本語話し言葉コーパス』に
基づくものであった。対話を主とする『日本語日常
会話コーパス』に対して係り受け情報を付与作業を
進めており、2022年春に公開予定である。本発表で
は国語研長単位形態論情報・文節境界・文節係り受
けアノテーション作業の概要を示すとともに、2022
年 1月時点での基礎統計を示す。

1 はじめに
国立国語研究所共同研究プロジェクト「大規模日

常会話コーパスに基づく話し言葉の多角的研究」で
は、『日本語日常会話コーパス』(CEJC)の構築を進
めており、50時間分の会話データを 2018年 12月に
モニター公開し [1]、2022年春には 200時間分の会
話データを公開予定である。CEJCは設計 [2, 3]に基
づき、収録 [4, 5]・転記 [6]・発話単位付与 [7, 8]・国
語研短単位形態論情報付与・国語研長単位形態論情
報付与・文節境界付与・文節係り受けアノテーショ
ンの順に作業を実施した。本発表では CEJCに対す
る長単位形態論情報付与・文節境界付与・文節係り
受けアノテーションについて示す。
書き言葉を対象とした文節係り受けアノテーショ

ンとして、1995年の毎日新聞記事を対象とした京都
大学テキストコーパス [9]、京都大学ウェブリード
文コーパス [10]、『現代日本語書き言葉均衡コーパ
ス』(BCCWJ)を対象とした BCCWJ-DepPara [11]が
ある。話し言葉を対象とした文節係り受けアノテー
ションは『日本語話し言葉コーパス』[12]に含まれ
ているが、主として独話を対象としており、対話を
対象とした大規模な係り受けアノテーションは存在
しない。

2節では、アノテーション作業の概要として、国
語研長単位形態論情報・文節境界アノテーション
作業と文節係り受けアノテーションについて示す。
3 節では、2022 年 1 月現在のデータの基礎統計を
示す。

2 アノテーション作業
2.1 国語研長単位形態論情報・文節境界ア
ノテーション
以下では国語研長単位形態論情報・文節境界アノ
テーションについて述べる。上流工程として収録・
転記・短単位形態論情報が完了しているデータに
対して、長単位解析器 Comainu [13]により解析した
データを対象に進める。短単位形態論情報付与 [14]
では、転記に基づく形態に対する形態素の認定を行
う。この時点では「可能性に基づく品詞体系」が付
与される。長単位形態論情報付与 [15]では、文節の
認定を行った上で、各文節の内部を規則に従って自
立語部分と付属語部分に分割していくという手順
で単位認定を行う。複合的な機能表現を含めて、複
合語を構成要素に分割することなく全体で一つと
して扱う。長単位の品詞認定においては、「用法に
基づく品詞体系」として、複合化した結果の単位が
文脈内で統語的にどのように振る舞うかに基づき、
品詞を認定する。作業は 2019年 2月から 2020年 8
月にかけて、作業者 2名1）により、2次チェックま
で行った。その後は、上流工程の修正が行われた際
に、もしくは、係り受け情報アノテーションで不都
合な点が見られた際に、追随して長単位形態論情報
に対する修正を繰り返し行った。作業には国語研内
のコーパス管理システム『大納言』[16]を用いた。
単位認定基準は基本的に BCCWJで整備された規
程集 [15]に基づく。しかしながら、話し言葉を付与
1） 短単位形態論情報修正を作業した 3名が、一時的に作業を
補助したこともあった。

― 1699 ―

言語処理学会 第28回年次大会 発表論文集 (2022年3月)

This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0
 (https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



するうえで規程に定義されていない表現が出現し
た。そのような場合、より自然な係り受け木を表現
しやすい単位を認定することを心がけた。
以下具体的な例を示す。
例えば、言いよどみが長単位の中に包摂したほう

がわかりやすい場合には包摂するようにした。
(1) | |店員 |シ |さん | |が | |

【T001_009-IC03】
短単位境界を |、長単位境界を | | で表現する。(1)で
は、言いよどみ「シ」を含む形で、長単位「店員シ
さん」を認定する。
他の例として省略による長単位解析誤りがある。

書き言葉においては助詞が手がかりとなり文節境界
が認定しやすい。

(2) | |余裕 | |なかっ |た | |気 |が | |する | |
【T001_009-IC01】

(2)では、「余裕」のあとの助詞が省略されているた
めに長単位解析器が誤って連結していたのを修正
した。

(3) | |結構 | |し |てる | |人 | |いる |よ | |
【T006_008a-IC04】

(3)では、「結構する」という単位が誤解析されてい
たが、分割した。
長単位作業時に短単位作業の誤りが多く見つかっ

た例として、フィラーと代名詞・連体詞の曖昧性が
ある。

(4) | |あれ | |もう | |声変わり | |
【T011_007-IC06】

(4)では、「あれ」が当初代名詞とされていたが、音
声を聞きながら係り受け・共参照を含めて検討する
と指示するものもない表現であったため感動詞と
した。

(5) | |酵素 |うん |たら |かん |たら | |って | |
【T002_019-IC01】

(5)では、短単位の規程上「云（名詞）」「たら（副助
詞）」「かん（代名詞）」「たら（副助詞）」と分割され
ているが、係り受けを付与するにあたって「酵素う
んたらかんたら」の 1普通名詞に結合した。

2.2 文節係り受けアノテーション
係り受けアノテーションは BCCWJ-DepPara[11]の

基準に準じる。BCCWJ-DepPara では、通常の係り

受け相当の "D"、文境界相当の"Z"、係り受けを付与
するうえで後続文節と連結する"B"、係り先が決め
られない "F"の 4つのラベルを認定している2）。こ
の 4種のラベルを本研究にも適用するが、係り受け
が決められない文節にはラベル"F"を付与し、無理
に係り受けを決めないという基本方針を決め、作業
を進めた。BCCWJ-DepPara では並列構造の範囲に
ついても付与したが、CEJCに対しては現在のとこ
ろ並列構造の範囲の付与を行っていない。作業には
コーパス管理システム『ChaKi.NET』[17]を用いた。
作業は 2020年 4月から開始し、2021年 3月に 2次
チェックまで終了した。その後は、上流工程の修正
が行われた際に、追随して係り受け情報に対する修
正を繰り返し行った。
アノテーションする単位は、発話単位 [7]に基づ
く。このため、書き言葉の文とは異なり、返答など
1文節 1発話単位のものが多い一方、明確に文末が
定義できない長い発話単位もあり、単位末が終助
詞・接続助詞で終わることも多い。また、単位を 1
発話単位としてするため、話者間の係り受けは付与
しない。
図 1に CEJCに対する係り受けアノテーション例
を示す。フィラーや言いよどみが 1文節をなす場合
（図中 1例目と 2例目）には、それぞれラベル"F"を
付与したうえで、最後の要素に係るようにした。ま
た、発話末は必ずしも述語であるわけではない。図
中 3例目のように、発話末が副詞のような述語に相
当しない場合もある。その場合、述語に係るべき要
素は最終要素に係るようにした。

3 基礎統計
2022年 1月現在、上流工程の転記・短単位の修正
がまだ続いており、最終の基礎統計は異なる可能性
がある。以下では、暫定版として 2022年 1月 10日
時点の情報を示す。

文節数 134,027文節
発話単位数 58,175発話
平均発話長 2.30文節
係り受け関係数 75,852

発話末に係る文節数 46,173文節
表 1 基礎統計

2） CSJ[12]では、通常の係り受けをラベルなしとし、並列"P"・
部分並列"I"・狭義の同格"A"・広義の同格（総称など）"A2"・
倒置"R"・係り受けの交差"X"・接続詞"C"・感動詞"E"・言い直
し"D"・フィラー"F"・係り先のない文節"N"・呼びかけ"Y"な
どのラベルが定義されている。
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図 1 CEJCに対する係り受けアノテーション例

表 1に基礎統計を示す。平均発話長を 2.30文節と
書き言葉と比べて極端に短い。発話末に係る文節数
が発話単位数より短いのは、後に示すとおり 1文節
1発話単位のものが多いためである。また全係り受
け数 75,852のうち 46,173 (60.87%) が発話末に係る
（右隣接要素に係るものも含む）。

ラベル 頻度 割合
D 126,162文節 94.13%
F 7,561文節 5.65%
Z 304文節 0.22%

表 2 係り受けラベルの分布

表 2に係り受けラベルの分布を示す。94.13%の文
節が通常の係り受けラベルで、5.63%の文節がフィ
ラー・言いよどみなどの係り受けが決められないも
のであった。BCCWJ-DepParaにおいては、長単位作
業者（国語研内）と係り受け作業者（奈良先端大内）

とで異なる作業者が従事していたために、その齟齬
を吸収するために "B"ラベルを利用したが、今回の
作業者は長単位と係り受けの両方の作業に従事して
いるために、このラベルは不要であった。また、発
話単位に基づくために、「文の入れ子」を表現する
ための "Z"も 0.22%と少なかった。
表 3に発話長（１発話内の文節数）の分布を示す。

58,174発話中 34,340発話が 1文節の発話、8,779発
話が 2文節の発話（合わせて 74.12%）であった。2
文節以下の場合、特殊な場合（係り先がない・2文
に分かれる・倒置など）を除いて、係り受け木の構
造は一意に決まるため、実質的なアノテーション作
業は発生しない。係り受けアノテーション作業は残
りの 3文節以上の発話が対象となるが、2文節以内
のものについても長単位の再定義・フィラー・言い
よどみの認定などに時間を要し、場合によって、短
単位形態論情報の修正を行った。
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発話長 頻度
1 34,340
2 8,779
3 5,184
4 3,076
5 1,960
6 1,315
7 893
8 654
9 450
10 352
11 230
12 207
13 152
14 114
15 95
16 77
17 59
18 49
19 32
20 31
21 16
22 25
23 15
24 13
25 7
26 12
27 6
28 5
29 4
30 4
31 3
32 5
33 3
34 2
35 3
36 1
45 1
表 3 発話長の分布

係り受け長 頻度
-4 1
-3 2
-2 2
-1 8
1 44191
2 12391
3 6775
4 4087
5 2551
6 1605
7 1129
8 776
9 543
10 396
11 316
12 219
13 182
14 157
15 117
16 80
17 69
18 49
19 39
20 22
21 26
22 24
23 15
24 16
25 15
26 6
27 6
28 6
29 3
30 8
31 8
32 6
33 2
34 2
35 1
43 1

表 4 係り受け長の分布

表 4に係り受け長の分布を示す。全部で 75,852の
係り受け関係のうち 44,491 (58.65%)のものが右隣り

のものにかかる（係り受け長 1）であった。係り受
け長が負の値のものは倒置の係り受けであることを
表す。倒置の係り受けが少ないのは、倒置が発生し
た箇所で発話単位が分割されて、別の発話単位に認
定される傾向があるためである。

4 おわりに
本発表では、『日本語日常会話コーパス』(CEJC)
に対する係り受け情報アノテーションについて解説
した。2022年春に有償版 CEJC契約者向けに共有す
る予定である。
本研究は CEJCのコアを対象に、明確な係り受け
関係を "D"ラベルで付与するとともに、不明確な係
り受け関係を "F"ラベルで付与したに過ぎない。よ
り精緻な話し言葉向けの係り受け関係ラベルが、吉
田ら [18]により提案されている。本データに基づい
て、話し言葉特有の不明確な係り受け関係のラベル
付けが進むことを期待する。
また統語的な性質としては、省略が多く、発話単
位に分割されているため、統語分析に向かないデー
タとなった。実質的な統語分析を行うためには、名
詞句省略のみならず、述語省略を含めたゼロ照応を
定義した述語項構造のアノテーションが必要であろ
う。その作業においては、述語項構造に基づく共参
照情報を付与することが重要である。共参照情報に
ついても、本データの場合「同一話者の異なる発話
（単位）」「異なる話者の発話」「発話されないが動画
に写り込んでいるモノ（コト）」「発話されず、動画
にも写り込んでいないモノ（コト）」といったレベ
ルがある。述語項構造のアノテーションに向けて、
名詞句省略・述語省略を含めた共参照情報の整理を
進めたい。
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